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《
研
究
ノ
ー
ト
》

　

釣
川
の
水
害
と
治
水
（
昭
和
・
平
成
）

鎌

田 

隆

徳

釣
川
と
く
ら
し

　

釣
川
は
、
宗
像
市
南
東
部
に
あ
た
る
宗
像
市
吉
留
の
倉
久
山
を
水
源
と
し
、

北
西
に
流
れ
て
市
の
中
心
部
を
流
下
し
、
宗
像
市
神
湊
（
江
口
）
で
玄
界
灘
に

注
ぐ
、
流
域
面
積
一
〇
一
・
五
平
方
㌔
㍍
、
流
路
延
長
一
六
・
三
㌔
㍍
の
二
級

河
川
で
あ
る
。
川
沿
い
に
は
釣
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
肥
沃
な
沖
積

低
地
が
広
が
り
、
古
来
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を
潤
し
て
き
た
重
要
な
水
道
資
源

で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
用
水
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

一
方
、
釣
川
流
域
は
地
形
的
に
も
と
も
と
が
低
地
で
あ
り
、
多
く
の
支
流
か

ら
水
が
流
れ
込
む
釣
川
は
、
江
戸
時
代
に
も
多
く
の
水
害
の
記
録
が
残
る
よ
う

に
、
大
雨
が
降
る
と
氾
濫
を
く
り
返
し
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
。

『
新
修
宗
像
市
史 

く
ら
し
と
生
業
』
で
は
、
第
一
章
「
釣
川
流
域
の
歴
史
」

の
第
二
節
「
釣
川
の
改
修
と
保
全
」
で
、
江
戸
期
の
水
害
と
治
水
事
業
お
よ
び

現
代
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
近
現
代
の

水
害
と
治
水
事
業
に
つ
い
て
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の

う
ち
、
昭
和
以
降
の
釣
川
流
域
の
水
害
と
、
河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

昭
和
以
降
の
釣
川
の
氾
濫
に
よ
る
主
な
水
害

　

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
釣
川
の
氾
濫
で
そ
の
流
域
は
大
き
な
洪
水
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
（『
玄
海
町
誌
』『
む
な
か
た
の
年
表
』）。

〇
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
六
月

　

福
岡
県
下
の
豪
雨
。
宗
像
地
域
は
二
十
五
～
二
十
九
日
の
五
日
間
の
大
雨
で

釣
川
流
域
の
「
田
植
後
の
田
面
は
一
面
に
海
の
如
く
、
川
と
道
と
の
境
界
も
な

く
、
濁
流
が
一
面
を
覆
い
つ
く
し
た
」
と
い
う
。
玄
海
町
で
は
学
校
帰
り
の
女

学
生
一
人
が
濁
流
に
の
ま
れ
て
亡
く
な
り
、
田
島
の
川
端
橋
が
流
さ
れ
た
。

〇
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
六
月

　

福
岡
県
下
の
大
豪
雨
（
「
北
部
九
州
中
部
九
州
大
豪
雨
」
関
門
ト
ン
ネ
ル
も

浸
水
）
。
四
日
間
の
大
雨
で
釣
川
と
支
流
の
土
手
が
崩
れ
、
田
畑
に
水
が
流
れ

込
む
。
支
流
の
八
並
川
が
氾
濫
し
、
菜
種
や
麦
の
収
穫
期
で
作
物
は
流
さ
れ
、

農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

〇
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
七
月

　

玄
界
灘
沿
い
、
三
日
間
の
集
中
豪
雨
。
釣
川
の
堤
防
が
決
壊
（
支
流
合
わ
せ

て
三
十
カ
所
）
、
家
屋
の
流
失
・
浸
水
、
橋
の
流
失
十
五
カ
所
、
田
畑
の
流
失
、

深
い
と
こ
ろ
で
二
㍍
（
東
郷
地
区
）
も
水
没
す
る
。
死
者
一
人
。
玄
海
町
役
場
、

農
協
（
と
も
に
宗
像
大
社
辺
津
宮
近
く
に
所
在
）
で
は
、
神
湊
か
ら
漁
船
を
出

し
て
職
員
の
救
出
、
重
要
書
類
な
ど
の
搬
出
を
し
、
自
衛
隊
が
緊
急
出
動
し
て
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図１　昭和 28 年の水害のようす
左：冠水した道路（河東）、右：八並川の氾濫（田熊）『宗像なつかシーン』写真集、宗像市、1992 年より

図２　昭和34年の水害のようす　右列：旧玄海町、左列：旧宗像町

東郷付近　堤防を築く

濁流の中、土のうで堤防を築く

激しい濁流　背後に許斐山がみえる

田島　鎮国寺前　釣川の濁流

牟田尻方面　釣川との境がない

宗像大社辺津宮が浸かっている
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濁
流
の
遮
断
が
行
わ
れ
た
と
い
う
近
年
最
大
の
水
害
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
後

に
伝
染
病
赤
痢
が
集
団
発
生
し
、
田
島
小
学
校
（
現
・
玄
海
小
学
校
。
当
時
、

現
在
の
宗
像
大
社
辺
津
宮
境
内
に
あ
っ
た
）
が
仮
病
舎
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
の
宗
像
地
域
最
大
の
水
害
と
い
わ
れ
た
昭
和
三
十
四
年
の
水
害
以
降
の

主
な
洪
水
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

〇
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
六
月

　

・
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
家
屋
床
上
・
床
下
浸
水 

四
十
五
戸
。

　

〇
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
六
月

　

・
豪
雨
で
家
屋
床
下
浸
水 

五
十
七
戸
。 

　

〇
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
六
月

　

・
豪
雨
に
よ
り
家
屋
床
上
・
床
下
浸
水 
二
十
六
戸
。

　

〇
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
八
月

　

・
集
中
豪
雨
に
よ
る
道
路
決
壊
や
農
作
物
な
ど
の
被
害
八
億
円
（
旧
宗
像　

　
　

町
）
と
な
る
。（「
議
会
ア
ル
バ
ム
」）
家

　
　

屋
床
上
・
床
下
浸
水 

百
二
十
三
戸

　

〇
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
七
月 

　

・
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
東
郷
地
区
旧

　
　

国
道
三
号
（
現
・
県
道
九
七
号
）
が
冠

　
　

水
し
、
一
時
通
行
止
め
と
な
る
。（「
読
売

　
　

新
聞
」
）

　

家
屋
床
上
・
床
下
浸
水 

百
五
十
三
戸
。

　

〇
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
八
月

　

・
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
家
屋
床
下
浸

　
　

水 

十
九
戸
。

　

〇
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月

　

・
豪
雨
に
よ
り
田
久
地
区
家
屋
浸
水
被
害
。

　

床
上
・
床
下
浸
水 

十
六
戸
。

　

〇
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
六
月

　

・
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
家
屋
床
上
・
床
下
浸
水 

五
十
戸
。

　

〇
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
七
月

　

・
豪
雨
で
田
久
地
区
ほ
か
数
カ
所
浸
水
被
害
、
道
路
の
冠
水
被
害
。

　

床
下
浸
水
二
十
戸
。

　

「
釣
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
令
和
三
年
、
福
岡
県
ほ
か
よ
り
抜
粋

　

梅
雨
の
六
月
か
ら
七
・
八
月
に
か
け
て
大
雨
洪
水
警
報
や
注
意
報
が
し
ば
し

ば
出
さ
れ
、
家
屋
床
上
・
床
下
浸
水
や
田
畑
が
水
没
す
る
な
ど
の
水
害
が
発
生

し
て
い
る
。

図３　令和元年のようす（8月29日撮影）

満水、危険水位となった釣川（多礼・田島）

稲が浸かる（田島）

釣川横の水路が満水、農道が浸かる
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戦
後
の
釣
川
の
改
修

　

昭
和
の
河
川
改
修
は
、
過
去
の
水
害
を
受
け
、
本
格
的
に
は
昭
和
二
十
六
年

か
ら
着
手
さ
れ
、
堤
防
・
護
岸
工
事
な
ど
が
な
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
の
釣
川
改

修
の
事
業
に
つ
い
て
中
野
正
之
が
『
胸
形
を
語
る
時
と
人
』
の
中
で
次
の
よ
う

に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。「
郡
下
の
土
木
事
業
と
し
て
は
県
道
や
七
浦
漁
港
の

修
築
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
喫
緊
を
要
す
る
も
の
は
、
釣
川
の
大
改
修
と
沖

の
島
漁
港
の
修
築
で
あ
る
。
前
者
は
宗
像
郡
東
北
部
七
ヶ
町
村
を
貫
流
す
る
郡

第
一
の
河
川
で
、
そ
の
源
は
吉
武
村
に
発
し
、
東
郷
町
に
於
て
南
郷
村
よ
り
発

す
る
高
瀬
川
と
合
流
し
、
更
に
河
東
橋
に
於
て
神
興
村
よ
り
発
し
た
八
並
川
と

落
ち
合
っ
て
田
島
村
を
貫
流
し
て
神
湊
町
江
口
に
出
で
て
玄
海
灘
に
そ
ゝ
ぐ
、

本
川
の
延
長
十
二
粁
、
郡
内
耕
地
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
灌
漑
す
る
の
で
あ
る

が
、
本
河
川
は
落
差
僅
少
で
満
潮
時
は
海
潮
が
逆
流
す
る
の
で
、
例
年
の
雨
季

に
は
必
ず
赤
間
、
河
東
、
東
郷
の
沿
岸
は
氾
濫
し
て
田
畑
は
浸
水
の
厄
に
あ
う

の
が
通
例
で
あ
っ
た
」
と
、
宗
像
郡
で
取
り
か
か
る
土
木
工
事
の
中
で
、
釣
川

の
改
修
は
沖
ノ
島
の
漁
港
修
築
と
と
も
に
最
優
先
の
事
業
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
が
た
め
に
本
郡
で
は
宗
像
郡
河
川
港
湾
改
修
既
成
同

盟
会
を
結
成
し
、
会
長
に

当
時
の
河
東
村
長
薄
俊

一
、
副
会
長
に
田
島
村
長

田
中
範
次
氏
等
を
あ
げ

て
、
ま
づ
釣
川
改
修
事
業

の
大
運
動
を
展
開
し
た
」

と
あ
る
。

　

宗
像
郡
河
川
港
湾
改
修

既
（
期
）

成
同
盟
会
は
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
に
は
陳
情
で
上
京
、
建
設
省
等
、
国
へ

釣
川
改
修
の
緊
急
要
事
で
あ
る
こ
と
を
直
接
説
明
、
八
月
、
十
二
月
と
熱
心
に

陳
情
を
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
釣
川
改
修
五
カ
年
継

続
事
業
の
実
施
が
実
現
す
る
。
そ
の
事
業
内
容
を
ま
と
め
て
み
る
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

〇
総
工
事
費　

一
億
五
千
六
百
万
円

 
 

〇
工
事
・
改
修

　

・
本
川
釣
川
一
二
㌔
㍍
・
支
流
山
田
川
二
㌔
㍍
・
高
瀬
川
五
〇
〇
㍍
の
掘

　
　

削
、
盛
土
、
法
留
護
岸
工
事
。
附
帯
工
事
と
し
て
六
カ
所
の
橋
梁
の
改

　
　

修
、
四
カ
所
の
堰
堤
の
築
造
。
二
千
坪
の
用
地
買
収
。

　

〇
改
修
内
容
と
経
過
・
工
事
費
用

　

・
昭
和
二
十
六
年　

第
一
期
工
事
：
東
郷
橋
よ
り
下
流
に
向
け
（
百
六
十
万

　
　

円
）

　

・
昭
和
二
十
七
年　

第
二
期
工
事
：
河
東
橋
よ
り
下
流
に
向
け
①
（
一
千
万　

　
　

円
）

　

・
昭
和
二
十
八
年
～　

第
三
期
工
事
：
河
東
橋
よ
り
下
流
に
向
け
②
（
九
百

　
　

二
十
万
円
）

　

〇
工
事
用
重
機

　

・
高
性
能
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
―
一
台

　

・
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
五
台
・
グ
レ
ー
ダ
ー
一
台

　

・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
三
台
（
第
三
期
工
事
）

で
あ
っ
た
。
改
修
が
行
わ
れ
た
所
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
洪
水
・
氾
濫
が
起

こ
っ
た
区
間
で
あ
り
、
そ
の
間
の
工
事
に
よ
る
河
川
敷
地
や
用
地
問
題
の
解
決

が
図
ら
れ
な
が
ら
改
修
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
期
工
事
が
行
わ
れ
た
最
中
の
昭
和
二
十
八
年
六
月
、
福
岡
県
下
大
豪
雨

図４　『胸形を語る時と人』

（
１
）

（
2
）

（
3
）
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（
「
北
部
九
州
中
部
九
州
大
豪
雨
」
）
に
よ
っ
て
釣
川
と
支
流
が
氾
濫
し
、
農
作

物
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
「
九
州
地
方
は
六
十
五
年
振
り
と

い
わ
れ
る
大
洪
水
に
見
舞
れ
て
全
河
川
は
決
潰
し
大
水
害
を
現
出
し
た
が
、
わ

ず
か
な
降
雨
に
て
も
直
に
浸
水
し
た
か
つ
て
の
釣
川
の
沿
岸
が
、
か
ゝ
る
大
降

雨
に
も
氾
濫
を
免
れ
て
何
等
の
損
害
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
つ
に
本
工

事
の
賜
物
で
郡
民
は
ひ
と
し
く
感
激
す
る
と
共
に
将
来
へ
の
安
全
感
を
高
め
た

の
で
あ
っ
た
」
と
改
修
工
事
と
し
て
の
成
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
四
年
七
月
（
前
述
）
に
再
び
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
。
玄
界
灘
沿

岸
三
日
間
の
集
中
豪
雨
。
釣
川
の
堤
防
が
決
壊
（
支
流
合
わ
せ
三
十
カ
所
）
、

家
屋
の
流
失
・
浸
水
、
橋
の
流
失
十
五
カ
所
、
田
畑
が
流
失
す
る
と
い
う
近
年

最
大
の
水
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
『
玄
海
町
誌
』
に
は
被
害
状
況
や
水
害
査
定

額
な
ど
、
水
害
後
、
旧
玄
海
町
釣
川
流
域
の
改
修
、
治
水
対
策
、
そ
し
て
復
興

に
向
け
て
の
決
意
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
の
異
常
気
象
に
よ
る
線
状
降
水
帯
の
豪
雨
に
よ
っ
て
な
ど
、
釣
川
と
支

流
の
洪
水
・
氾
濫
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
四
年
以
降
、
大
き
な
水

害
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
戦
後
、
河
道
・
床
の
掘
削
、
拡
幅
、
護
岸
整
備
、
築

堤
強
化
等
、
釣
川
と
支
流
の
治
水
事
業
・
改
修
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
き

た
成
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
続
く
。

平
成
の
「
釣
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
事
業 

　

宗
像
市
で
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
釣
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
室
を
設
け

「
釣
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
」
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
「
釣
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計

画
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
釣
川
改
修
事
業
に
加
え
、
釣
川
を
「
人
間
と
川
が
共
存

協
調
で
き
る
空
間
に
し
て
い
く
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
平
成
四
年
の
認
定
と

図５　釣川改修概況図　『玄海町誌』より

（
4
）
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同
時
に
着
手
さ
れ
た
の
が
「
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
」
で
あ
る
。
桜
づ
つ
み
モ

デ
ル
事
業
と
は
、
河
川
の
堤
防
の
強
化
を
目
的
と
し
た
側
帯
盛
土
を
行
い
、
そ

の
上
に
桜
の
木
等
を
植
樹
し
て
い
く
も
の
で
、
治
水
と
水
辺
空
間
に
親
し
む
と

い
う
二
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
釣
川
中
流
域

の
鍵
橋
か
ら
赤
馬
橋
ま
で
の
間
を
対
象
区
間
と
し
、
主
に
南
側
河
畔
の
堤
防
を

強
化
し
て
そ
の
上
に
桜
の
木
を
植
え
、
防
災
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
堤
防
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
、
「
桜
づ
つ
み
」
と
称
し
て
桜
並
木
の
所
々
に
ベ
ン
チ
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
配
さ
れ
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
憩
い
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
地
域
住
民

や
市
民
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
『
新
修
宗
像
市
史 

く

ら
し
と
生
業
』
で
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
釣
川
の
治
水
事
業
は
、
水
害
に
強
い
土
手
の
強
化
と
土
手
を
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
の
く
ら
し

と
調
和
の
と
れ
た
未
来
の
釣
川
の
姿
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
「
釣
川
改
修
の
大
事
業　

期
成
会
を
結
成
し
て
達
成
」
中
野
正
之
編
『
胸
形
を

 
 
 

語
る
時
と
人
』
宗
像
時
事
新
聞
社
、
一
九
五
〇
年
、
一
四
頁

（
２
）
「
宗
像
郡
河
川
港
湾
改
修
既
成
同
盟
会
」
は
、
宗
像
郡
関
係
町
村
長
で
構
成
さ

 
 
 

れ
て
い
た
。

（
３
）
前
掲
（
１
）
一
五
頁

（
４
）
前
掲
（
１
）
一
五
頁

 
 

玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会
『
玄
海
町
誌
』
玄
海
町
、
一
九
七
九
年

（
か
ま
た
た
か
の
り　

原
始
・
古
代
部
会
）
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「
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」
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会
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